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春闘の統一要求書と一緒に提出した「2010年度男女平等社会および職場における男女平等の実現に関する統一要求書」について、2月25日に町長から受けた回答をご報告し、今後の秋季闘争に向け、町政と職場に係る「男女平等」の課題を考え合っていきます。（第３回）

	要　　求　【職場改善】
	仕事と家庭責任の両立支援制度の充実、労働時間・休日・休暇等の処遇について

（１）仕事と家庭の両立支援策を進めること。
（２）労働者の生涯設計に対応する休暇制度等の新設・充実をはかること。

（３）育児・介護休業法の一部改正を踏まえ、民間・国と同様の所要の措置を講ずること。
（４）介護を行う職員への早出・遅出勤務制度を整備すること。
（５）育児短時間勤務制度について、後補充の仕組みを明確にすること。

（６）介護など家族的責任を有する男女労働者の時間外労働の制限を徹底すること。

（７）介護を行う職員のための短時間勤務制度を導入するとともに、後補充の仕組みを明確にすること。

（８）男性の育児休業・介護休暇の取得を促進するための啓発活動を行うこと。男女ともに育児や介護に関する研修を受ける機会を保障すること。
（９）保育（育児）時間は男女とも取得できる制度とし、拡充すること。

（10）男性職員の育児参加の促進と家庭責任を果すための支援策として、育児参加特別休暇の新設、配偶者出産休暇制度の拡充をすること。
（11）育児休業及び介護休暇に係わる期間の給与上の取り扱いは、全期間勤務したものとみなし昇給、一時金、退職手当に関する不利益を解消すること。

	回　　答
	子育てと仕事の両立については、「次世代育成特定事業主行動計画」を策定して、取組みをしてきているところであり、更に、22年度から新たな５ヵ年計画策定に向けて、目下、安全衛生委員会の意見を聞いて見直し作業を進めいるところである。

育児・介護休業法の一部改正に伴う対応は、運用に伴う人事院規則の改正内容がまだ具体的に示されていないことから、これらの詳細が決定次第、本町の関係条例の改正等を考えたい。短時間勤務制度の導入は、後補充の困難性等の課題もあり、なお検討することとし、引き続き子育てと仕事の両立など、子育てを支援する職場環境となるよう努力したい。

※2月25日の回答です。この間の交渉の結果、６月定例会で条例改正の予定です。




津別保育所 保育士の長野三恵子

	認定こども園「どんぐり」から報告
分科会では「幼保一体化～認定こども園」に参加し、札幌市の認定こども園どんぐりの村松園長の実践報告を聞きました。

認定こども園の設置には、「幼保連携型」「幼稚園型」「保育所型」「地方裁量型」の４パターンがあり、認定こども園どんぐりは、「保育所型」を採用しました。０～２歳の保育にかけない子は受け入れられないので、別棟に認可型保育所を設置し全てを受け入れています。

特徴的なのは「森の幼稚園」です。天気の良い日にすぐ近くの森に行き屋外活動を積極的に取り組んでいます。一日中森の中で楽しく遊び、昼食、昼寝、おやつの時間だけ、園に戻ります。

児童数90名：保育所45名、幼稚園45名

職員数21名：パート、代替、調理士、用務

00員を含む
　正規職員の採用は、幼稚園教諭・保育士の両方の資格を有することが条件です。正規職員には保育士手当が支給されています。

また、幼稚園が終了すると担当の先生には
	
	
	午後から保育所の教材等の手伝いをしてもらいます。
「ほうれんそう」で情報共有を大切に
職員間の情報共有を大切にしています。「ほうれんそう」がキーワード。ほう（報告）、れん（連絡）、そ（相談）、う（うわさ話）が共有できるよう心がけています。また、休憩室のホワイトボードにも伝達事項をこまめに記入するようにしています。

職員会議は毎日朝10分、午睡時間に保育ケース会議、勤務終了後夕方に職員全体会議を行います。全体会議に出た職員には、時間外手当が支給されています。
　また、職員のスキルアップのため、全職員が年に一度、何らかの研修会に参加します。
さらに「職員チェックリスト」制度を導入し、指摘ではなく、評価をされることにより、それをもとに自分自身がどうしたらさらに良くなるかを考えられるようになりました。欠点を長所に変化させられる職員に成長できるとのことでした。
【次号につづく】




























































































くりん草



























































　　　　　　　　　桜草（さくらそう）科


　　　　　　　　　学名 Primula japonica


輪生する花の、幾段にもなった様子が、お寺の五重塔などの頂上にある柱の飾り「九輪」のようなのでこの名になった。


小林一茶の俳句にも登場しますよ。


九輪草  四五輪草で  仕舞けり


    












































５月９日、札幌市での「全道保育集会」と「ナショナルミニマム・キャンペーン集会」に参加いただいた児童館 指導員の百瀬考幸さんと津別保育所 保育士の長野三恵子さんの報告です。 （第６回）








